
1  救助出場状況

　なお、前年との比較は第１表のとおりである。

 

2  救助活動状況

　救助活動人員は延べ１,２５０人で、救助活動を行った車両は延べ３５０台となってい

  なお、前年との比較は第１表のとおりである。
る。（第２表、第３表）

他の事故４４件（２９％）となっている。（第２図、第３図）

平成３０年（１月～１２月）における救助概況

前年と比べると、２６件減少している。事故種別では、建物等による事故４２件（２８

　*　比較値については、前年の確定値と比較しています。端数処理の関係上、表中の計算が合わない場合があります。

　平成３０年中の救助出場件数（救助活動を行うために出場した件数）は１６２件であ

％）、水難事故３件（２％）、機械による事故２件（１％）、自然災害１件（１％）、

その他の事故４８件（３０％）となっている。（第１図、 第３図）

８％）、火災３３件（２０％）、交通事故２２件（１４％）、ガス・酸欠事故８件（５

　救助活動件数（救助出場件数のうち実際に救助活動を行った件数）は１５０件であり

り、前年と比べると４３件減少しており、事故種別では、建物等による事故４５件（２

％）、火災３３件(２２％)、交通事故１９件（１３％）、ガス・酸欠事故７件（５％）

、水難事故３件（２％）、機械による事故１件（１％）、自然災害１件（１％）、その

第２図 事故別救助活動状況
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第１図 事故別救助出場状況
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　※　出場件数とは、救助隊が出場した件数を示し、救助活動件数とは、出場件数のうち

　　消防機関が何らかの救助活動を行った件数を示す。　　

第１表　救助出場・活動状況の前年との比較
（　）は救助活動件数・▲は減少を示す

１６２ （ １５０ ） ２０５ （ １７６ ） ▲ ４３（ ▲ ２６ ）

火            災 ３３ （ ３３ ） ２７ （ ２７ ） ６（ ６ ）
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3  救助人員状況
　平成３０年中の救助活動における救助人員は６４人で、前年と比べると３５人減少し

ており、事故種別では、建物等による事故３４人（５３％）、交通事故１２人（１９％）

、火災６人（９％）、水難事故２人（３％）、自然災害２人（３％）、機械による事故

第２表　救助活動人員

第３表　救助活動を行った車両

１人（２％）、その他の事故７人（１１％）となっている。（第４図）
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4  過去５年間の救助出場件数及び救助人員の推移

  過去５年間の救助出場件数及び救助人員の推移は第５図・第４表のとおりである。

第４表　過去５年間の事故別救助出場件数及び救助人員状況
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第５図 過去５年間の救助出場件数・救助人員の推移
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